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東アジアにおいて、日本・韓国・中国はガンカモ類の主要な越冬地になっている。これら

の国々で行われている水鳥のモニタリング調査の記録を使ってガン・ハクチョウ類の越冬

分布と個体数をとりまとめた結果が、2016年に発表された（Jia et al. 2016）。それによる

と、日本はオオハクチョウ、マガン、ヒシクイの越冬数が三カ国で最も多いことが分かった。

一方、中国の越冬数は減少傾向にあり、土地開発や密猟が影響していると考えられている。 

中国では国土の広大さのためにモニタリング調査は発展途上にあるが、韓国では 1999年

から毎年１月に全国で水鳥調査が実施されている。この調査は National Institute for 

Biological Resources (NIBR)が統括し、鳥の識別に詳しい大学教員、教員、NGO、大学院

生などが二人一組で調査に当たっている。 

近年日本での増加が著しいオオバンについて日本と韓国のモニタリング調査のデータを

比較したところ、両国で同じ時期からオオバンの増加が見られることが分かった。日本と韓

国では越冬しているガンカモ類のなかに繁殖地が共通している種がいたり、一方で越冬地

を喪失した種が他方に移っている可能性がある。両国の調査関係者や研究者が共同でモニ

タリングデータを比較研究して、そうした種の動向を明らかにしていきたいと考えている。 
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